
尼
崎
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
で

会
場
で
は
例
年
、
活
発

な
意
見
交
換
や
商
談
が

行
わ
れ
る

昨
年
の
同

フ
ェ
ア
会
場

「
あ
ま
が
さ
き
産
業
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」
２
０
日
開
幕

　「効きます！あまがさきパワー！―ニッポン
の元気は『あまがさきのものづくり』から
―」。「あまがさき産業フェア 」（主催・
尼崎産業フェア実行委員会）が 、 日の両
日、尼崎市中小企業センター（兵庫県尼崎市昭
和通２）で開かれ、 社・団体が 小間を出展
する。モノづくりを通じ蓄積した経験や知識、
技術を駆使して開発した新製品や新技術を紹介
し、工業都市あまがさきの未来へ羽ばたく元気
企業を内外へアピールする。
　 回目を迎えたあまがさき産業フェアは今
回、尼崎商工会議所 周年事業と連携し、尼
崎の産業団体が共同宣言した「ＥＣＯ未来都市
・尼崎」の趣旨とも関係づけた各種イベントを
展開。プレゼンテーションや相談会、説明会、
セミナーを開き各社の販路開拓を支援する。
　各社のプレゼンテーションや貿易相談会（日
本貿易振興機構神戸貿易情報センター主催）は
両日とも開催。プレゼンは初日のビルティを皮
切りにロジ・コンビニエンス、丸一興業、青山
金属工業、２日目の関西メディア、大喜商会、
宮崎建設、ザップ、アイアールプラニングの９
社が自社製品や技術、サービスをＰＲする。同
センター内では 日に大阪ガス、 日にＰ＆Ｇ
によるオープンイノベーションとニーズ発表会
を開き、中小企業と大手企業のマッチングを支
援。出展企業の製品ＰＲ動画も放映する。
　「販路拡大・技術支援」では制度説明会を開

き各種コーディネーターや支援機関を紹介して
製品開発を援助する。また、中小企業３社によ
る活用事例発表や尼崎ロボットテクニカルセン
ター・ものづくり支援センター見学、情報ツー
ルビジネス活用講座なども行われる。
　第２会場の尼崎市中小企業センター前の都ホ
テルニューアルカイックでは、尼崎商工会議所
創立 周年記念事業「パワフルカンパニー大
集合」を併催する。屋内展示では兵庫県下のグ
ローバル企業やオンリーワン技術の中堅・中小
企業ブースを設けるほか兵庫の伝統技術のワー
クショップを開催。ホテル前広場では東北被災
地の名産品ＰＲコーナーやマツダ・ユーノスロ
ードスターを改造した尼崎版電気自動車のお披
露目と試乗会を行う。 日にはビジネスマッチ
ングサイト「バーチャル展示会イン尼商」を開
設。会場で公開し、同サイトで自社の商品や技
術、サービスを発信し、販路拡大を支援する。

吉田修会頭尼崎商工会議所

企
業
の
交
流
・
連
携
促
進

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
昨
年

月
、
尼
崎
市
長
並
び

に
地
元
産
業
団
体
の
各
代
表
者

が
、
産
業
と
環
境
が
共
生
す
る

未
来
志
向
の
ま
ち
を
目
指
す
こ

と
に
合
意
し
、
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
未
来

都
市
・
尼
崎
」
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。
同
宣
言
に
沿
っ
た
独
創

的
な
新
し
い
も
の
づ
く
り
の
形

態
や
仕
組
み
を
創
出
す
る
な

ど
、
企
業
の
「
交
流
」
と
「
連

携
」
を
促
進
し
、
産
業
の
活
性

化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
尼
崎
商
工
会
議
所
は
本
年
創

立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
「
企

業
と
人
が
活

い
き

づ
く
街

は
美
し
い
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
策
定
し
ま
し

た
。
人
々
が
汗
し
て
働
く
姿
や

仕
事
を
達
成
し
た
時
の
笑
顔
こ

そ
が
街
の
活
力
の
源
泉
で
あ
る

と
の
思
い
を
込
め
て
お
り
ま

す
。
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念

し
て
、

月

日
・

日
の
両

日
、
都
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ル
カ

イ
ッ
ク
で
「
あ
ま
が
さ
き
産
業

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
恒

例
の
産
業
フ
ェ
ア
の
第
２
会
場

と
し
て
、
県
内
企
業
の
新
製
品

や
新
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
取
引
の
拡

大
や
技
術
の
交
流
を
図
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
従
来
の
屋
内
展
示
に
加
え
、

屋
外
で
は
、
姫
路
や
明
石
な
ど

か
ら
も
出
展
頂
き
、
県
内
の
ご

当
地
グ
ル
メ
の
販
売
や
震
災
復

興
支
援
の
「
東
北
物
産
展
」
を

催
す
と
共
に
、
尼
崎
の
中
小
企

業
な
ど
が
連
携
し
て
製
作
に
取

り
組
ん
だ
「
改
造
電
気
自
動

車
」
の
発
表
・
試
乗
会
を
催
し

ま
す
。
交
流
の
場
を
設
け
、
産

業
フ
ェ
ア
を
楽
し
く
盛
り
上
げ

る
企
画
を
ご
用
意
し
、
多
く
の

方
々
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
　
　
　

文
化
と
産
業
活
力
創
出
へ

　
兵
庫
県
尼
崎
市
は

世
紀
に
飛
躍
す
る
尼
崎
の
都
市
像
を

「
に
ぎ
わ
い
・
創
生
・
あ
ま
が
さ
き
」
と
定
め
て
い
る
。
人
が

集
い
交
流
す
る
「
に
ぎ
わ
い
」
が
文
化
と
産
業
の
活
力
を
生
み

出
し
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
そ
れ
を
「
行
っ
て

み
た
い
ま
ち
」
「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
「
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
ま
と
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
描
い
て
い
る
。

尼
崎
市

創
設
１
０
０
周
年
機
に
ビ
ジ
ョ
ン
尼
崎
会
議
所

国道２号線沿いの旧会館

「尼力」内外に発信
あまちから

ニ
ッ
ポ
ン
の
元
気
取
り
戻
す

産
業
振
興
ど
う
挑
む
？

稲
村
和
美
氏
尼
崎
市
長

　
尼
崎
商
工
会
議
所
は
２
０
１
１

年
に
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
。
尼
崎
市
は
阪
神
工
業
地
帯
の

中
核
を
担
う
工
業
都
市
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
日
本
の
産
業
の
発
展

を
支
え
、
会
議
所
も
一
体
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
１
０

０
周
年
を
節
目
に
再
び
原
点
に
立

ち
返
り
、
残
す
べ
き
も
の
を
残
し

な
が
ら
も
変
え
る
べ
き
も
の
は
変

え
て
い
く
考
え
だ
。
ま
た
「
産
業

都
市
・
尼
崎
」
の
姿
を
環
境
な
ど

６
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
き

「
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。

「
企
業
と
人
が
活
き
づ
く
街
は
美

し
い
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
し
、
次
の
１
０
０
年

に
向
け
歩
ん
で
い
く
。

　
尼
崎
商
工
会
議
所
の
前
身
の
尼

崎
工
業
者
共
和
会
が
呱
々
の
声
を

こ

こ

あ
げ
た
の
は
日
本
初
の
飛
行
場
が

埼
玉
県
所
沢
に
開
設
し
た
年
と
同

じ
１
９
１
１
年

明

の
秋
。
事
務
所

を
尼
崎
町
役
場
の
一

隅
に
置
き
発
足
し

た
。
尼
崎
紡
績
な
ど
紡
績
産
業
と

と
も
に
尼
崎
の
産
業
時
代
の
幕
が

開
け
、
旭
硝
子
を
始
め
住
友
金
属

工
業
の
前
身
の
住
友
伸
銅
所
や
日

本
ス
ピ
ン
ド
ル
、
関
西
ペ
イ
ン
ト

な
ど
の
工
場
建
設
が
相
次
い
だ
。

１
９
１
６
年

大
５

に
尼
崎
商

工
共
和
会
に
改
称
。
１
９
４
０
年

昭

に
尼
崎
商
工
会
議
所
が

設
立
し
、
高
度
経
済
成
長
や
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
、
平
成
不

況
な
ど
紆
余
曲
折
に
対
応
し
な
が

う

よ

ら
時
代
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

　
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
最
近
の

年
は
、
２
０
０
２
年
の
「
尼
崎

市

世
紀
の
森
構
想
」
計
画
の
策

定
や
「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」

の
立
ち
上
げ
な
ど
環
境
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
活
動
に
力
を
入
れ

て
き
た
。

　

年
に
は
尼
崎
経
営

者
協
会
な
ど
他
の
産
業

団
体
と
共
同
で
「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
未
来
都
市
・
尼
崎
」

宣
言
を
発
表
。
先
駆
的

な
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

技
術
を
活
用
・
導
入

し
、
電
気
自
動
車
、
太

陽
光
発
電
の
普
及
促
進

を
核
と
し
た
尼
崎
発
の

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
創
出
や
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー
実
証
地
域
の

指
定
な
ど
高
い
目
標
設

定
を
掲
げ
て
い
る
。

　
そ
し
て
尼
崎
商
工
会
議
所
で
は

１
０
０
周
年
を
機
に
、
産
業
都
市

の
魅
力
向
上
が
企
業
と
地
域
住
民

の
共
通
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
の

認
識
の
も
と
、
「
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
。
ま
た
「
企
業

と
人
が
活
き
づ
く
街
は
、
美
し

い
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
げ
た
。
そ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
産
業
観
光
の
取
り
組
み
を

進
め
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
尼
崎
を
仕
事
や
職
場
体
験
の
で

き
る
「
見
て
、
学
び
、
体
験
す

る
」
街
に
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
こ
う
し
た
街
づ
く
り
の
実
現
に

は
情
報
の
共
有
化
が
一
番
重
要
と

し
て
、
各
情
報
を
よ
り
正
確
に
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
、
情
報
を
共

有
化
す
る
こ
と
で
企
業
同
士
の
連

携
を
活
発
化
。
尼
崎
の
産
業
発
展

に
つ
な
げ
て
い
く
。
そ
の
連
携
を

確
実
に
成
果
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
多
く
の
情
報
を
持
つ
商
工
会

議
所
が
企
業
の
橋
渡
し
役
で
終
わ

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
新
し
い
事

業
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
議
所

に
必
要
な
役
割
と
し
て
い
る
。

　
吉
田
修
会
頭
は
「
創
立
当
時
は

誰
も
が
尼
崎
の
た
め
に
情
熱
を
持

ち
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
時
代
の
よ
う
に
街
で
み
ん
な
と

一
緒
に
汗
を
流
し
、
と
も
に
発
展

に
貢
献
し
た
い
。
こ
の
１
０
０
周

年
は
そ
の
情
熱
を
呼
び
覚
ま
す
良

い
節
目
に
な
る
」
と
決
意
を
新
た

に
す
る
。

　
２
０
１
０
年

月
に
就
任
し
た

稲
村
和
美
市
長
は
所
信
表
明
で

「

コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能
な

ま
ち

信
頼
と
分
か
ち
合
い
の

ま
ち

市
民
自
治
の
ま
ち

の

３
つ
の
柱
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
」
と
強
調
。
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
産
業
の

共
生
や
市
民
が
安
心
で
き
る
住
み

続
け
た
い
ま
ち
、
訪
れ
た
い
ま
ち

と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た
。

　
経
済
と
環
境
の
両
立
に
お
い
て

は
無
料
省
エ
ネ
診
断
や
省
エ
ネ
設

備
導
入
補
助
支
援
、
尼
崎
市
独
自

の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
導
入
。

年
度
は
市
内
で
製
造

す
る
環
境
負
荷
低
減
に
配
慮
し
た

製
品
を
発
掘
、
表
彰
す
る
「
第
１

回
あ
ま
が
さ
き
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
創
設
や
「
尼
崎

環
境
マ
ッ
プ
」
作
成
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、

年
に
尼
崎

商
工
会
議
所
な
ど
の
産
業
団
体
と

市
が
共
同
宣
言
し
た
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
未

来
都
市
・
尼
崎
」
は
、
独
自
性
あ

ふ
れ
る
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
を
生

み
出
し
尼
崎
の
産
業
を
さ
ら
に
成

長
・
発
展
さ
せ
る
も
の
。

環
境

に
配
慮
し
た
ク
リ
ー
ン
な
街

を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
産
業
と
環
境
が
共

生
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
尼

崎
」
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
。

　
行
政
と
各
団
体
が
市
内
企
業
と

連
携
。
既
存
の
自
動
車
部
品
を
活

用
し
た
改
造
電
気
自
動
車

Ｅ

Ｖ

の
開
発
や
Ｅ
Ｖ
の
充
電
ス
タ

ン
ド
の
設
置
・
普
及
を
図
る
。
さ

ら
に
Ｅ
Ｃ
Ｏ
未
来
都
市
の
象
徴
的

な
地
域
で
あ
る
「
尼
崎

世
紀
の

森
構
想
」
の
中
央
緑
地
の
活
用
に

向
け
兵
庫
県
に
「
Ｅ
Ｖ
試
乗
・
テ

ス
ト
コ
ー
ス
」
の
設
置
を
要
望
す

る
な
ど
、
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
や
計
画
を
予
定
し
て
い

る
。

　
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
に
お

い
て
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
先

導
的
設
置
モ
デ
ル
エ
リ
ア
の
検
討

や
普
及
に
向
け
た
支
援
策
、
公
共

や
商
業
施
設
へ
の
発
電
設
備
の
設

置
促
進
、
さ
ら
に
太
陽
光
発
電
パ

ネ
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト

の
共
同
開
発
な
ど
も
計
画
。

　
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現

に
向
け
て
行
政
と
各
団
体
が
役
割

分
担
お
よ
び
連
携
を
図
り
、
参
画

企
業
の
発
掘
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
や
指
導
的
人
材
の
選
定
、

資
金
確
保
な
ど
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
果
た

し
て
い
く
。

　
こ
う
し
て
市
内
企
業
の
環
境
技

術
製
品
の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ

た
り
環
境
美
化
運
動
な
ど
に
よ
る

地
域
社
会
に
お
け
る
環
境
へ
の
理

解
と
関
心
を
高
め
た
り
し
て
持
続

的
な
成
長
・
発
展
可
能
な
「
環
境

の
活
き
づ
く
ま
ち
」
を
目
指
す
と

同
時
に
「
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
」

「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
「
住
み

つ
づ
け
た
い
ま
ち
」
に
向
け
た
尼

崎
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
尼
崎
は

「
環
境
の
活
き
づ
く
ま
ち
」
を
掲

げ
、
産
業
と
環
境
の
共
生
を
目
指

し
て
い
る
。
尼
崎
に
は
そ
う
し
た

魅
力
を
引
き
出
す
中
小
企
業
が
多

い
。
尼
崎
市
の
稲
村
和
美
市
長
に

同
市
の
モ
ノ
づ
く
り
の
技
術
や
魅

力
、
産
業
フ
ェ
ア
の
見
ど
こ
ろ
、

産
業
振
興
策
に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
　

―
あ
ま
が
さ
き
産
業
フ
ェ
ア
の
見

ど
こ
ろ
や
特
色
は
。

　
「

の
企
業
・
団
体
の
高
度
な

技
術
や
新
製
品
を
一
堂
に
集
め

あ
ま
が
さ
き
パ
ワ
ー

を
広
く

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
活
発
な
商

取
引
や
技
術
発
展
に
つ
な
げ
、
震

災
で
落
ち
込
ん
だ
ニ
ッ
ポ
ン
の
元

気
を
取
り
戻
す
の
が
狙
い
で
す
。

年
度
は
大
阪
ガ
ス
や
Ｐ
＆
Ｇ
に

よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
ニ
ー
ズ
発
表
会
を
組
み
込
ん
だ

の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
市
内
環
境

関
連
企
業
の
製
品
や
技
術
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め

あ
ま
が
さ
き
エ

コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ

の

受
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
第
２

会
場
の
尼
崎
商
工
会
議
所
１
０
０

周
年
記
念
会
場
で
は
尼
崎
版
改
造

電
気
自
動
車
の
展
示
・
試
乗
会
な

ど
も
開
き
ま
す
」

　
―
尼
崎
産
業
の
現
状
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降

は
小
規
模
事
業
所
の
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
は
尼
崎
で
も
直
接
間
接
的
に
全

製
造
事
業
所

従
業
員
４
人
以

上

の
う
ち

・
１
％
の
３
４
７

社
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
１
６
６
社

に
現
在
も
な
お
震
災
の
影
響
が
残

り
ま
す
。
製
造
業
の
海
外
移
転
や

原
材
料
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
環
境
関

連
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
内
産
業
も
こ
う
し
た
分
野
へ
の

展
開
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
―
尼
崎
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
の

特
徴
や
誇
れ
る
技
術
は
。

　
「
臨
海
部
は
鉄
鋼
な
ど
基
礎
素

材
型
産
業
、
内
陸
部
は
一
般
機
械

な
ど
加
工
組
み
立
て
型
産
業
が
立

地
。
最
終
製
品
製
造
企
業
は
少
な

い
で
す
が
独
自
の
高
度
技
術
に
よ

る
基
礎
製
品
や
中
間
製
品
で
日
本

の
ト
ッ
プ
企
業
が
数
多
く
集
積
し

て
い
ま
す
。
フ
ェ
ア
に
は
国
内
唯

一
の
雷
対
策
総
合
メ
ー
カ
ー
や
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
設
備
メ
ー

カ
ー
な
ど
も
出
展
し
て
い
ま
す
」

　
―
市
内
中
小
企
業
に
対
す
る
支

援
策
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
下
さ

い
。

　
「
技
術
力
向
上
や
ノ
ウ
ハ
ウ
継

承
、
高
付
加
価
値
化
の
た
め
の
新

製
品
開
発
支
援
な
ど
を
実
施
。
新

技
術
・
新
製
品
研
究
開
発
の
助
成

や
市
内
製
造
業
の
優
れ
た
技
術
者

の
表
彰
、
事
業
化
や
商
品
化
の
円

滑
な
サ
ポ
ー
ト
も
支
援
し
て
い
ま

す
。
フ
ェ
ア
も
中
小
企
業
の
取
引

拡
大
や
技
術
交
流
を
図
る
重
要
な

支
援
の
一
つ
。
最
近
は
製
品
デ
ザ

イ
ン
や
効
率
的
な
省
エ
ネ
設
備
導

入
支
援
な
ど
新
た
な
視
点
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」

　
―
企
業
立
地
の
優
位
性
は
。

　
「
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
の
大
規
模

産
業
集
積
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
陸
は
３
本
の
高
速
道
路
と
鉄

道
、
バ
ス
の
利
便
性
が
高
く
、
海

は
充
実
し
た
港
湾
、
空
も
大
阪
、

関
西
の
両
国
際
空
港
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
便
利
で
す
。
２
０
１
２
年
度

以
降
に
臨
海
部
の
造
成
用
地

フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス

総
面
積
１
１
３

の
分
譲
も
始
ま
り
ま
す
。
国

内
立
地
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

と
と
も
に

超
付
加
価
値
創
生
型

産
業

と
し
て
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
に
重
点
を
置
き
立
地
促
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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